
平成 25 年 4 月 

京都大学の学生、教職員の皆様 

京都大学情報環境機構 

 

情報セキュリティ e-Learning の受講について 

    
京都大学では、全学情報セキュリティ委員会の下、情報や情報技術の安全で効果的な利用のために、『 e-Learning 

方式での情報セキュリティに関する基本的なプログラムを習得』がすべての構成員に受講が義務づけられています。 

本学学生及び教職員等すべての構成員の方々は、『情報セキュリティ e-Learning』を受講していただくようお願いしま

す。 

本学の情報セキュリティ e-Learning は、2013 年 4 月より国立情報学研究所（NII）が提供する『学認連携 Moodle 講習

サイト』により運営しています。受講には、ECS-ID（学生アカウント）あるいは SPS-ID（教職員用アカウント）により学認

（shibboleth)の手順に従いログインしてください。 

 

※本 e-Learning の受講状況（修了テストの成績を除く）を、全学情報セキュリティ委員会並びに所属の部局長にお伝え

することがありますのでご了承ください。 

 

情報セキュリティ e-Learning 教材 

以下の３種類があります。学生の方は、(1)、(2)を、教職員の方は、(1)、(3)を受講してください。 

各教材により学習後、必ず修了／総合テストを行ってください。テストを受けないと受講完了にはなりません。 

(1) 情報システム利用規則とセキュリティ（学生および教職員向け） 

本学の情報セキュリティポリシーおよび情報システムを利用するために必要な情報セキュリティの教材です。 

このコースから受講してください。日本語、英語対応です。 

(2) りんりん姫（学生向け） 

国立情報学研究所提供の情報倫理教育に関する教材です。日本語、英語、中国語、韓国語対応です。 

教材の中にある総合テストを行ってください。 

(3) 京都大学の情報格付け（教職員向け） 

教職員が取り扱う情報の格付けと取扱い制限についての教材です。日本語、英語対応です。 

 

利用するには（学生の方、教職員の方） 

次の URL へアクセスし、画面の指示に従って『情報セキュリティ e-Learning』を選択してください。 

 

 

○『情報セキュリティ e-Learning』のページから受講する教材をクリックしてください。            

 

 

                                       

                                       

 

 

 

○学認（shibboleth）での認証手順 

①所属機関として『京都大学』を選択 

 

 

 

 

 

 

 

① セレクトボックスから「京都大学」を選択  

教職員の方 

学生の方 

http://www.iimc.kyoto-u.ac.jp/ja/services/ismo/ 

②「選択」をクリック 



②ECS-ID（学生）または SPS-ID（教職員）、パスワードを入力後、『Login』をクリック 

                            ※この画面は、OSL 等使う環境により表示されない場合があります。 

 

 

 

 

 

③情報送信の同意と送信 

 

 

 

 

 

 

 

○受講登録と教材の選択（受講する教材の『りんりん姫（日本語）』を選択した場合） 

・受講登録：『私を受講登録する』をクリック   ・教材の選択：『情報倫理』をクリック      ・『問題に入る』をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

○教材の受講及び修了／総合テスト 

 ・りんりん姫の場合：教材の学習及び総合テスト（左下下段）を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・『情報システム利用規則とセキュリティ（日本語）』を選択した場合 

  教材の学習及び修了テストを行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○情報セキュリティ e-Learning の終了 

画面の『ログアウト』をクリックします。 

連絡先：情報部情報基盤課情報セキュリティ対策室 

E-mail: i-s-office@iimc.kyoto-u.ac.jp  

Tel: 075-753-7490 

『次』をクリック 
『送信』をクリック 

総合テストを行ってください 

修了テストを行ってください 

「りんりん姫」の受講後、続いて 
「情報システム利用規則..」を 
受講する場合 


